
暮らしのなかに 一人一人が少し工夫するだけで、誰かの優しい
暮らしにつながります。できることから一つず
つ、暮らしのなかに取り入れてみませんか。

余った食品は必要な人に

場面ごとに言い換えてみよう

相手に合わせて

やさしい日本語

身近なことから

SDGs
エス ディー ジー  ズ

　富士宮市のSDGsへの取り組みを市公式
ウェブサイトで紹介しています。
　　トップページ＞富士宮市に
ついて＞市政の運営＞推進事
業＞地方創生に向けたSDGs
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企画戦略課　☎22-1113　　22-1206

　　広報課　☎22-1119　　22-1206

　SDGsとは、地球上に住む私たちがこれ
からもずっと生き続けるために世界中のみ
んなで取り組む目標です。
　このまちにみんなが住み続けられるよう
に、一人一人が意識して行動しましょう。

　やさしい日本語とは、外国人、子ども、
高齢者、障がい者など、相手に合わせてわ
かりやすく言い換えた日本語です。
　会話は、身振り手振りを使って、ゆっく
り・はっきり・大きな声で話しましょう。

　世界では、9人に1人が飢餓に苦し
んでいます。
　日本でも、7世帯に1世帯の割合
で、生活が苦しくて十分な食事を用意
できない人がいるといわれています。
特に、コロナ禍で、その問題は深刻化
しています。
　全ての人が栄養ある食事を食べられ
るようにするには、みんなで食べ物を
分け合っていく仕組みが必要です。

■　フードバンク
　まだ食べられる余った食品を、食べ物に困ってい
る人へ届ける活動です。
　缶詰やレトルト食品など、捨てられてしまうはず
だった食品を寄付することで、食べ物に困っている
人を救うことができます。
　市役所にも回収ボックスを設置しています。

■　こども食堂
　子どもが一人でも行ける無料または定額の食堂で
す。
　食材の提供や、ボランティアに参加することで、
貧困に苦しむ子どもに温かいご飯を提供する手伝い
ができます。

　　地震が発生しました。
　　身の安全を確保し、速やかに最寄りの避難所に避

難してください。

　　地震です。　
　　自分の　体を　守って　ください
　　すぐに　近くの　避難場所＜逃げる 場所＞に
　　行って　ください。

　　余震に対して十分に注意してください。

　　余震＜後で 来る 地震＞に　
　　気を付けて　ください。

　災害時や日常生活で覚えた方がよい言葉は、そのま
ま使い、言葉の後に説明を加えます。
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◆防災編

　　市内一斉清掃について (周知 )

　　家のまわりを　みんなで　掃除します。　
　　参加して　ください。

　　不燃ごみは、市指定袋に入れて出してください。

　　燃えないごみは　富士宮市で
　　決まっている袋に　入れて　ください。
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◆地域編
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